




























滝 野 邦 雄
 Takino,         Kunio
The Posthumous Titles of Ming Emperor Chongzhen （3）







































































































































































































































































































































































































































































































































































122 経済理論　353号　2010年 1 月
　　　新補
　　刑を以て遠きを服すを威と曰う。
　　強毅にして正を執るを威と曰う（「諡法」卷二）。
とある。
　このように，「威」は，あまり寛容ではなく，猛々しく剛毅果断であるとい
うイメージを示す文字であった。すると，崇禎帝にはあるていどは当てはまる
ようでもある。
　ただし，『逸周書補注』で「凡そ「桓」の謚は或いは「威」に作る。後人の
避諱に因りて改むるなり」と言い，「威」字が「桓」字と通行していると述べ
ている。
　この「桓」字はよくない文字とされていたようである。ただし，『通志』諡
略ではそれを否定する。
諡法を按ずるに惡諡は「桀」･「紂」に如くは莫し。其の次は「桓」･「靈」
に如くは莫し。其の次は「幽」･「厲」に如くは莫し。此れ古今の聞する
所なり，と。臣の見る所を以てすれば，皆な然らず。・・・・「桓」は經典
に於いては竝びに惡義無し。公　桓圭を執る（『周禮』春官･大宗伯）の「桓」
は乃ち珪璋の首なるが如し。「桓桓たる武王」（『詩經』周頌･桓）の「桓」
は乃ち果毅の盛德なるが如し。齊の桓公　用
も
って覇業を能くし，周の桓王
は元より累行（業績）無し。安くんぞ「桓」もて惡名と爲すを得んや……
（『通志』卷四十六･諡略第一･序論第三）。
　蘇洵『諡法』には，
舊法に「克
よ
く亟
すみ
やかに民を動かすを桓と曰う」･「四方を武定するを桓と
曰う」と曰うを新たに改む。「克
よ
く亟
すみ
やかに民を動かす」の行ないは惡諡
なり。「四方を武定する」の行ないは善諡なり。「桓」とは，剛勇・亟切の
害せざるの稱なり。遂に惡と為す可からず，亦た遂に其の善を許す可から
ず。故に之を合わせて「克く亟やかに功を成すを桓と曰う」と曰う。齊の
桓は管仲の刑名の術を用いて以て天下に伯（覇）たり。而して諡して「桓」
123明・崇禎帝の諡号について（3）
と為すは則ち「克
よ
く亟
すみ
やかに功を成す」の故なるか（『諡法』卷二・「克亟
成功曰桓」条）。
と解説がなされ，善悪の意味があったという。
　すると，「威」字が通行する「桓」字は，『通志』においては否定されるが，
蘇洵が述べるように，善悪の意味がある紛らわしい文字であったようだ。こう
したことからすると，「威」字は，やはり不適切であったといえるのではない
だろうか。
　以上，検討してきたように，乾宗・思宗・正宗・毅宗・威宗などの廟号は，
それぞれ不適切な面をもっていた。これは，明王朝を継承した南明政権として
は，亡国の君である崇禎帝に，そのままの意味をあらわす廟号を撰することは
できなかったからであろう。そのような文字を撰べば，先君を批判することに
なってしまうからである。
　しかし，次の清政権は，そうではない。つづいて清政権が崇禎帝に贈った諡
号・廟号を検討してみたい。
 （つづく）
